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はじめに
熱中症は，暑熱環境における身体の適応障害

によって起こる状態の総称であり，「暑熱による
諸症状を呈するもの」の内，他の原因疾患を除
外したものと診断される 1 ）。近年，わが国の熱

中症患者数は，ヒートアイランド現象や地球温
暖化による気温上昇に伴い増加傾向である 2 ）。
熱中症による死亡者数も，1990年代後半は100
～200人程度であったが，近年増加傾向にあり，
猛暑が続いた2010年には1,731人と大幅に増加
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した 3 ）。人口動態統計によると未成年者の熱中
症による死亡者数は，2010～2017年までの 8 年
間のうちに15～19歳が20人と最多であった 4 ）。
日本救急医学会Heatstroke STUDY2012最終
報告では10代の熱中症はスポーツ中に最も多く
発生している 5 ）。さらに，日本スポーツ振興セ
ンターの調査においても学校（幼稚園，小学校，
中学校，高等学校，高等専門学校）の管理下に
おいて起こる熱中症の約 9 割が中学校，高等学
校での発生であると報告されている 6 ）。

2018年の夏の平均気温は気象庁の発表によ
ると，東日本で例年より平均気温が1.7℃高く，
1946年の統計開始以降で最高となり 7 ），熱中
症の救急搬送者数も 5 ～ 9 月の間で92 ,710人
と最多であった 8 ）。暑さ指数が高くなると救急
搬送人数も増加することから，熱中症発生と暑
さ指数は相関関係があると言える 9 ）。暑さ指数

（Wet Bulb Globe Temperature：WBGT，湿球
黒球温度）とは，熱中症を予防することを目的
として1954年にアメリカで提案された指標で
ある。これは人体と外気の熱の関係に着目した
もので，① 湿度，② 日射・輻射など周辺の熱
環境，③ 気温の 3 つから導き出される指標で
ある。環境省では2006年からこの指標を導入
し熱中症の危険度を判断する数値として，ホー
ムページ上などで情報提供を行っている10）。

本研究では，中学生高校生を対象に学校が講
じた熱中症予防策の効果を評価すると共に，熱

中症を発生した生徒へのアンケート調査を実施す
ることで，今後の熱中症予防策の検討を行った。

方法と対象
神奈川県内の中高一貫教育校（男女共学）に

2018年度に在学した中学生504人（男258人，
女246人），高校生734人（男358人，376人）を
対象とした（表 1 ）。
1 ）熱中症発生状況と暑さ指数の関係

対象校では，熱中症予防策として毎年 5 ～
6 月に「部活動の学生主務を対象とする学校
医による熱中症予防に関する講義」，「生徒全
員を対象とする熱中症予防についてのプリン
ト配布」，「学校ホームページへの熱中症注意
喚起文の掲載」を実施している。また，2016
年度から夏季休業中については，環境省の熱
中症予防情報サイトにリアルタイムで掲載さ
れている学校が位置する地域の暑さ指数を，
日直の教員が 1 時間ごとに確認し，暑さ指数
が31℃以上に上昇した場合には校内放送に
よる注意喚起を行っている。さらに2018年
度については，新たに暑さ指数31℃以上の場
合に，2016年度から行っている注意喚起だ
けでなく，運動部の活動時間について制限を
設けた。この対策の内容は，熱中症の発生状
況に応じて，教員と保健室スタッフが相談の
上 2 回の見直しが行われた。対策 1（2018年
7 月18～19日）では，原則として中等部生は

表1　熱中症件数と熱中症罹患者数

在籍者（人） 熱中症（件） 熱中症罹患者（人） アンケート回答者（人）アンケート回答数（件）
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

中
学
生

1年 80 84 164 4 7 11 4 5 9 4 5 9 4 7 11
2年 88 83 171 2（1） 5 7（1） 2（1） 4 6（1） 2（1） 3 5（1） 2（1） 3 5（1）
3年 90 79 169 0 4 4 0 4 4 0 2 2 0 2 2
計 258 246 504 6（1） 16 22（1） 6（1） 13 19（1） 6（1） 10 16（1） 6（1） 12 18（1）

高
校
生

1年 119 127 246 3（2） 2（1） 5（3） 3（2） 2（1） 5（3） 2（1） 2（1） 4（2） 2（1） 2（1） 4（2）
2年 119 125 244 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2
3年 120 124 244 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
計 358 376 734 4（2） 4（1） 8（3） 4（2） 4（1） 8（3） 3（1） 4（1） 7（2） 3（1） 4（1） 7（2）

※表中の括弧内の数字は学校外での熱中症発生件数
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11時～14時， 高 等 部 生 は11時30分～13時
30分の間，部活動禁止（但し顧問が安全管
理を行える場合活動可）とした。対策 2（2018
年 7 月20日～ 8 月 4 日）では，中等部生は
11時～14時， 高 等 部 生 は11時30分～14時
の間，部活動を絶対禁止とした。対策 3 では
中等部生，高等部生共に時間帯に関わらず部
活動を絶対禁止とした。以上の対策の熱中症
発生者数とWBGTの関係を解析した。

2 ）アンケート調査
今後の適切な熱中症予防対策を検討するこ

とを目的として，2018年 7 月14日の終業ホー
ムルーム後から 9 月 2 日の夏季休業中，保健
室に来所し熱中症と判断され救急対応を行っ
た生徒，および校外で熱中症を発生したと報
告があった生徒27人を対象にアンケート調
査を実施した。

アンケート調査の質問内容は，① 発症日時，
② 発症場所，③ 熱中症の症状，④ 朝食摂取
の有無，⑤ 食事の内容，⑥ 発症当日の体調，
⑦ 睡眠時間，⑧ 部活動中に飲んでいた飲料，
⑨ 水分摂取量，⑩ スポーツドリンクの好き嫌
い，⑪ 飲料以外に熱中症予防のために摂取し

ていたもの，⑫ 帽子着用の有無，⑬ 熱中症に
関する知識の有無，⑭ 発生日の月経の有無（女
子）とした。（項目 ③，⑤，⑧ は複数回答有）

結果
1 ）熱中症発生状況と暑さ指数の関係

2018年度夏季休業中の部活動において，
計30件（中学生22，高校生 8 ）（男10，女20）
の熱中症が発生し，このうち26件（中学生21，
高校生 5 ）（男 7，女19）が学校内で発生し
た（表 1 ）。このうち 5 件（ 1 年生女子 3 件，
2 年生女子 2 件）は同一人物による再発例で，
学校内での熱中症罹患者数は23人（中学生
18，高校生 5 ）（男 7，女16）であった。学
校内での熱中症の発生状況は，学年別では低
学年に多く，特に中学 1 年生の女子が 7 件と
最多であった（図 1 ）。発生時刻は10時台が
最も多く（ 9 件），発生場所はグラウンドが
最多で体育館，屋外のテニスコートの順であっ
た。部活動では，男子はサッカー部（ 3 件），
バスケット部（ 2 件），女子はテニス部（ 7 件），
サッカー部（ 5 件）に多くみられた。熱中症
の症状は，頭痛（17件），めまい（14件）が

図1　学校内での熱中症発生状況（ｎ= 26）
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多く，意識障害が 2 件で認められた。日本
救急医学会による重症度分類 1 ）で分類する
と，Ⅰ度 4 件，Ⅱ度20件，Ⅲ度 2 件であっ
た。学校における対応は，救急車による医療
機関搬送 2 件，タクシーによる医療機関受診
1 件，保健室休養後の帰宅23件であった。

暑さ指数と熱中症の発生件数の関係は，
30℃未満 3 件（12％），30℃～31℃6 件（23％），
31℃～32℃11件（42％），32℃以上 6 件（23％），
であった。また，暑さ指数31℃を基準とし
た場合は，31℃未満での発生が 9 件（35％），
31℃以上での発生が17件（65％）であった 

（図 2 ）。熱中症対策 1 が実施されるまでの 4

日間における熱中症発生件数は 7 件。熱中症
対策 1 が実施された後は 2 日間で 7 件，熱中
症対策 2 が実施された後は16日間で10件。
熱中症対策 3 が実施されてからの29日間で
は 2 件であった。

2 ）アンケート調査
夏季休業中に，校内，校外で熱中症を発生

した27人，のべ30件を対象にアンケート調査
を実施し，23人，のべ25件の回答を得た。熱
中症罹患者の身体状況では，当日の朝食は25
件中23件（92％）が摂取しており，全員が
ご飯やパンなどの主食を摂取していた（図 3 ）。 
食事内容では複数種類の食物を摂取してい

図2　熱中症発生状況と暑さ指数の関係（ｎ= 26）

図 3　アンケート結果（ｎ= 25）
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た。当日の体調は「異常がない」，「普通」，「良
好であった」と回答した生徒が17件（68％）
と最も多く，睡眠時間は 7 時間以上が全体の
80％を占めた。月経中の女子生徒は16件中
1 件であった。熱中症に関する知識について
18件（72％）が「ある」，7 件（28％）が「ない」
と回答した。屋外の部活動で帽子を着用して
いた生徒は19件中12件（63％）であった。

熱中症罹患者の予防策状況では，部活動中
にスポーツドリンクを摂取していた生徒が25
件中17件（68％）であり，そのうちの 5 件
は熱中症予防の食料（栄養補助ゼリーや清涼
菓子）も摂取していた。スポーツドリンクを
摂取していない 8 件は，熱中症予防の食料も
摂取していなかった。当日の水分摂取量は，
1000ml以上が11件で全体の44％を占めた。

考察
熱中症の発生は，中学 1 年生女子に最も多かっ

た。対象校は受験校であることから，中学 1 年
生は入試前は受験勉強に励み，屋外で運動をす
る機会が少ないため，基礎体力が低く体が暑い
環境に順化していない可能性がある。そのため
熱中症罹患のリスクが高いことが推測される。
熱中症予防の観点から，夏季休業中の練習に入
る前から暑熱環境を意識したトレーニングを行
い，基礎体力を向上させるとともに身体を暑さ
に慣れさせておくことが重要である。また，現
在，学校医が部活動の生徒主務を対象に熱中症
予防講義を行っているが，中学 1 年生や監督者
を対象に加えることも考慮すべきである。

2018年度から開始された熱中症予防策に従い，
暑さ指数を基準に運動時間を制限し，暑さ指数
31℃以上では運動を禁止したことから，熱中
症発生の抑制につながったことが示唆された。
対策 3（暑さ指数31℃以上で時間帯に関わらず
運動禁止）施行後も，熱中症が 2 件発生し，1
件は中学 1 年生女子（サッカー部，暑さ指数
30.4℃で発生），他の 1 名は中学 1 年生男子（バ
スケット部，WBGT31.7℃で発生）であった。

後者に関しては，熱中症発生当日にバスケット
部が対策に従わず，大会前であることを理由に
部活動を行っていたことが判明した。部活動の
監督者は，学校が講じた予防策の遵守を徹底
し，学年・性別・個人の能力に応じた練習内容
を検討する必要がある。また，熱中症予防策に
おける暑さ指数の基準値の見直しも今後の課題
である。

アンケート調査の結果では，熱中症罹患者の
身体状況において，90％以上の生徒が朝食を摂
取しており，当日朝の体調は半数以上の生徒が
健常時と変わらないもしくは良好と回答し，睡
眠時間についても80％以上の生徒が 7 時間以
上の睡眠をとっていた。部活動中の熱中症予防
状況では，過半数の者が熱中症に関する知識を
持ち，スポーツドリンクによる水分補給を行
い，熱中症予防のための食料を摂取していた生
徒も存在した。熱中症を発症した大部分の者で
は、個人の身体面における熱中症発症リスク
や，個人レベルの予防策における明らかな問題
点は認められなかった。個人の予防対策のみで
熱中症発生を防止することは難しく，学校全体
で予防策に取り組む必要がある。

結語
学校における熱中症は，個人の対策のみで発

生を予防することは困難であり，学校全体で予
防策に取り組むことが重要である。熱中症に関
する知識の普及や，学年・性別・個人の能力に
応じた練習内容の設定，暑さ指数などの客観的
指標を基準とした運動制限の実施が必要である。
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